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研究成果の概要（和文）： 本研究は、従来の国際会計研究の問題点を洗い出すとともに、当該問題を克服する
新しい分析枠組みと分析方法を構築することを目的としている。
　先行研究の問題点として、時間効果と導入効果との区別が必ずしも明確でないこと、および会計インフラの変
化の影響をとらえきれていないことが指摘できる。そのため、上記の問題点を克服する新しい分析枠組みとし
て、共進化モデルを提示した。具体的には、DID分析による実証研究と過程追跡アプローチによる事例研究を相
互補完的に統合することによって、会計基準の国際的な相違と調和、会計インフラストラクチャの連続と断絶の
共存という世界の会計の現状を総合的に把握することが可能となる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to examine research gaps in 
traditional international accounting studies and reconstruct new research framework and method.
   Prior studies have such problems as they could not clearly distinguish time effects and 
implementation effects, and they could not capture the changes in accounting infrastructure. To 
overcome these problems, we succeed to identify the relationship in which accounting standards and 
its infrastructure influence and change each other as "co-evolution". Specifically, combining 
Difference-in-Difference (DID) technique and process-tracing method, we can comprehensively 
understand actual state of today's international accounting that international difference and 
harmonization of accounting standards coexist, and continuity and discontinuity of accounting 
infrastructure coincide.

研究分野：社会科学
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１．研究開始当初の背景 
（１）会計基準の国際的調和・収斂への取り
組みは、1960 年代後半から始まっていたが、
2000 年に EU が国際会計基準の強制適用に
向けて動き始めて以降急速に押し進められ
た。その結果、会計インフラの相違にもかか
わらず同一の会計基準をもつ国が多数存在
することとなった。さらに同一国内において
も複数の会計基準が併存するようになり、従
来の会計基準と会計インフラとの因果関係
に基づく比較会計論や会計類型化論は、その
説明力を低下させている。 
 
（２）このような状況の中で、国際会計研究
のテーマも、従来の比較会計研究から国際会
計基準導入に関する各国および地域の事例
研究、あるいはその経済的影響に関する経験
的研究へと大きく変化している。 
 
（３）しかしながら、近年の国際会計基準の
影響に関する実態調査や実証研究の成果に
よって、会計基準の国際的調和化・収斂・ア
ドプションにもかかわらず、各国・地域ごと
に国際会計基準の導入の仕方に相違がみら
れること、アドプションの経済的影響の顕現
の仕方が各国の会計インフラのあり方によ
って相違すること、さらには国際会計基準の
導入によって会計インフラ自体も変化する
ことが徐々に明らかにされつつある。また、
国際会計基準導入の事前・事後比較型の実証
研究は、分析対象国の旧会計インフラの持続
を所与とせざるをえず、国際会計基準導入が
もたらした中長期間での会計インフラの変
化を分析の射程に収めていないため、国際会
計基準の影響をダイナミックに捉えていな
い。 
 
（４）そのため、導入される会計基準が変質
する現象や会計基準の変化による会計イン
フラの変化も射程に収めた新たな分析枠組
み（会計制度と会計インフラが双方向に影響
し合い、変化する）を構築し、定性的な研究
に定量的な研究を組み合わせた分析方法が
必要である。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、各国および地域にお
ける「国際会計基準」の導入・適用の仕方、
および会計インフラストラクチャの変化を
多面的に分析することにより、会計における
国際比較の新しい分析枠組み・分析方法を構
築することである。 
 
（２）具体的な課題として、第 1に、従来の
比較会計研究および関連する実証研究に関
する問題点を洗い出し、それを克服する新し
い研究の枠組みと分析方法を提示する。第 2
に、開発した方法を実際に適用した時の問題
点を再度洗い出し、分析方法の修正・洗練化
を図る。第 3に、アカデミックな国際会計研

究の進展に貢献するのみでなく、会計基準と
会計インフラとの関係を解明することによ
って、基準設定・制度設計に重要な貢献を行
う。 
 
３．研究の方法 
（１）各国および地域における会計インフラ
の変化を多面的に把握するために、具体的に
以下の点について研究を行っていく。 
 
①先行研究・方法論の整理および文献の収集 
 国際比較研究・類型論、比較会計制度論、
実証研究における代表的なテキストおよび
文献に関する経年的な調査・分析を行い、研
究対象および研究方法の変化、ならびに理論
的考察による成果に関する分類および整理
を行う。 
 
②国別地域別研究 
 欧州、南北アメリカ、アジア・オセアニア
地区、および日本に関して、国際会計基準の
導入・適用の仕方および導入に伴う会計イン
フラの変化に関する実態調査、並びに経済的
影響に関する時系列に基づく連続的な実証
分析を行う。 
 
（２）新しい国際比較の枠組みを構築するた
めに具体的に以下の研究を行っていく。 
 
①分析枠組みの提案 
 従来の分析枠組み・分析方法における問題
点の洗い出しに基づいて、新たな分析枠組み
を構築し、当該枠組みに依拠して新しい分析
方法の開発を行う。 
 
②分析枠組み・分析方法の改良と再適用 
 実態調査・事例研究・実証研究の過程およ
び結果に基づいて、提案した新しい国際比較
の枠組み・分析方法の問題点を洗い出し、方
法論的に検討を行う。 
 
４．研究成果 
（１）会計と会計インフラの変化の理論的同
定 
 先行研究は、IFRS の導入が一定程度の正の
影響をもたらす一方で、それらが国・地域ご
との会計インフラストラクチャの違いに影
響を受けることを示唆している。他方、分析
上の問題点として、多くの実証分析において、
時間効果と導入効果との区別が必ずしも明
確でないこと、および会計インフラの変化の
影響をとらえきれていないことが指摘でき
る。上記の問題点を克服する新しい分析枠組
みとして、会計基準と会計インフラストラク
チャの双方が規定し合い、同時に変化すると
いう関係を新制度派経済学に基づいて共進
化として理論的に同定することに成功した。 
 
（２）新しい分析枠組みの構築とその運用 
 国際会計基準の導入効果を明らかにする



ためには、具体的に、自国基準を採用してい
る企業をコントロール・サンプルとする DID
（difference-in difference）分析が有効で
ある。ただし、DID 分析によっても，会計イ
ンフラストラクチャがもたらす因果メカニ
ズムを明らかにすることは不可能であるた
め、詳細な事例研究を同時並行的に行ってい
く必要がある。その際、国際政治研究におい
て多くの成果を挙げている事例研究の一種
である過程追跡アプローチが有効であるこ
とが分かった。このように、実証研究と事例
研究を相互補完的に統合することによって、
会計基準の国際的な相違と調和、会計インフ
ラストラクチャの連続と断絶の共存という
世界の会計の現状を総合的に把握すること
が可能となる。 
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